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本
年
度
当
初
予
算
お
よ
び
そ
の
他
の
重
要
議
案
を
審
議
す

る
第
十
九
回
定
例
市
議
会
は
三
月
十
一
日
午
前
十
時
か
ら

下
庄
出
張
所
で
開
か
れ
た
。
森
嶋
議
長
が
開
会
を
宣
言
、

川
崎
総
務
委
員
長
が
議
事
日
程
を
報
告
こ
れ
を
決
め
I
た

ん
休
憩
（
こ
の
間
に
池
田
助
役
は
当
初
予
算
案
を
説
明
）

午
後
一
時
五
十
分
再
会
、
斎
藤
市
長
か
ら
約
五
十
分
に
わ

た
り
本
年
度
の
施
政
方
針
演
説
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
報
告

第
一
号
を
承
認
し
二
十
七
議
案
を
上
程
、
午
後
三
時
閉
議

い
ら
い
同
二
十
六
日
ま
で
の
期
間
、
各
議
案
に
つ
い
て
慎

重
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
各
議
員
か
ら
は
愛
市
的
な
観

点
よ
り
建
設
的
で
活
発
な
R
間
が
あ
り
同
じ
く
理
影
者
側

か
ら
も
懇
切
な
説
明
が
あ
っ
て
本
年
度
予
算
案
を
含
む
三

十
七
議
案
を
原
案
通
り
可
決
確
定
し
た
。
な
お
こ
の
当
初

予
算
の
特
色
と
し
て
は
市
長
の
施
政
方
針
に
も
あ
る
と
お

り
、
こ
と
し
は
斎
藤
施
政
総
仕
上
げ
の
年
度
で
も
あ
り
学

校
、
中
小
企
業
の
育
成
発
達
、
商
店
舗
の
新
装
資
金
の
融

資
、
農
林
業
の
振
興
、
道
路
、
橋
り
I
り
な
ど
の
四
重
点

施
策
と
さ
ら
に
旧
大
野
町
の
国
保
の
再
開
、
全
市
の
岡
保

統
一
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
、

9
枝
蜘
4
逢
業
農
林
業
振
興
盾
躍

消
費
的
経
費
を
節
減
し

建
設
面
の
計
画
を
充
実

第19回

定例市会

斎藤市長

施
政
方
針
演
説
要
旨

　

初
代
の
大
野
市
長
と
し
て
そ
の

栄
誉
を
に
な
い
、
は
や
任
期
も
半

ば
を
過
ぎ
た
が
市
民
な
ら
び
に
頴

会
、
各
種
同
体
の
御
協
力
と
援
助

に
よ
っ
て
他
の
合
併
新
市
町
村
に

類
を
見
な
い
ほ
ど
市
政
包
般
が
円

満
か
つ
健
全
な
運
営
と
発
展
が
な

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
全
市
民
と

と
も
に
喜
び
室
た
祝
福
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
今
後
の
市

に
か
け
ら
れ
た
使
命
は
実
に
大
き

く
、
さ
ら
に
多
端
を
予
想
さ
れ
る

の
で
今
後
と
も
一
段
と
全
市
民
の

御
支
援
と
御
理
解
を
得
る
な
ら
ば

よ
り
I
層
老
骨
に
む
ち
う
ち
献
身

大
野
市
の
建
設
に
当
り
市
民
福
祉

の
増
進
と
市
民
文
化
の
向
上
さ
ら

に
市
民
所
得
の
増
加
に
尽
し
た
い

飛
躍
的
発
展
の
約
束
が
で
き
た

　

越
美
北
線
の
早
期
開
通
と
六
十

数
億
円
を
費
し
こ
の
四
月
か
ら
着

工
す
る
こ
と
に
な
っ
た
電
力
資
源

の
開
発
で
あ
る
が
、
越
美
北
駱
の

第
二
次
予
算
に
当
る
本
年
度
は
約

五
億
余
円
か
確
実
視
さ
れ
、
な
お

同
線
は
昭
和
三
十
四
年
に
は
開
通

の
明
る
い
見
通
し
も
っ
い
た
。
打

波
、
富
田
、
壁
倉
の
各
発
電
所
誘

致
に
当
っ
て
は
関
係
地
区
民
の
御

理
解
と
市
議
会
や
各
関
係
者
の
協

力
に
よ
っ
て
用
地
問
題
も
短
期
間

に
解
決
で
き
明
年
七
月
に
は
発
電

開
始
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
も
今

後
の
市
財
政
を
潤
1
さ
ら
に
大
工

業
地
と
し
て
の
伸
展
の
要
素
麓

っ
こ
と
に
も
な
っ
た
。

こ
れ
が
第
二
次
産
業
、
第
三
次

産
業
へ
の
前
提
と
も
な
り
市
内

の
1
在
失
業
者
も
完
令
就
業
が

で
き
さ
ら
に
農
業
振
興
と
併
立

し
て
工
業
都
市
的
な
方
向
へ
も

市
の
総
合
発
展
が
見
込
ま
れ
。

福
井
市
に
つ
ぐ
活
況
の
あ
る
大

都
市
を
描
く
こ
と
も
夢
物
語
で

は
な
い
。

五ヵ年建設計画

65’も八進む

本
年
度
は
私
個
人

と
し
て
も
施
政
の

総
仕
上
げ
の
年
度

で
あ
る
の
で
、
本

予
算
の
編
成
に
つ

い
て
は
特
に
慎
重

に
当
っ
た
。
す
な

わ
ち
・
合
併
年
度
の
赤
字
三
千
八
百

万
円
を
な
く
す
る
た
め
に
自
主
再

建
計
画
を
立
て
つ
つ
さ
ら
に
合
併

後
、
積
極
的
に
建
設
事
業
を
行
い

投
1
的
経
費
に
相
当
額
を
費
し
た

た
め
公
債
費
の
ぼ
う
張
も
や
む
を

得
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
本
年
度
の

予
算
編
成
に
大
き
く
影
響
し
、
歳

入
を
最
大
限
に
見
積
っ
て
も
な
お

意
の
・
ｙ
ま
に
禎
削
的
な
施
政
が
取

り
い
れ
ら
れ
な
か
フ
ー
に
こ
と
は
誠

に
残
念
I
あ
る
。
ト
か
し
こ
の
中

か
ら
も
四
万
五
千
市
民
が
真
に
明

る
い
希
望
を
持
ち
、
市
政
に
協
力

し
て
も
ら
う
た
め
に
新
た
に
新
市

建
設
五
ヵ
年
計
画
を
立
て
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
合
併
後
三
年

間
に
、
合
併
当
時
の
建
設
五
ヵ
年

計
画
に
基
ず
い
て
こ
の
写
業
目
的

を
忠
実
に
履
行
し
た
結
果
、
事
業

の
總
額
は
実
に
四
億
五
千
七
百
余

万
円
で
そ
の
目
的
の
六
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
進
ち
よ
く
率
で
あ
る
。

こ
の
成
績
が
中
央
や
県
に
認
め

ら
れ
、
県
下
多
数
の
合
併
新
市

町
村
の
中
か
ら
こ
ア
｀
ヶ
I
ス

の
五
市
町
村
の
中
に
当
市
が
含

め
ら
れ
、
新
市
町
村
促
進
優
良

市
と
し
て
前
年
度
で
指
定
を
受

け
、
新
し
く
新
五
ヵ
年
計
画
を

立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

重
ね
て
一
段
の
御
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

（写真は定例市議会議場全景）

赤
字
の
解
消
は

5
年
度
ま
で
に

　

合
併
当
時
の
赤
字
三
千
八
百
余

万
円
は
昭
和
三
十
年
度
、
同
三
十

一
年
度
中
に
消
費
的
経
費
の
節
喊

を
図
り
、
繰
越
剰
余
金
や
自
主
再

槌
に
基
ず
い
て
本
年
度
か
ら
四
ヵ

年
度
中
に
は
解
消
す
る
見
通
し
も

明
る
く
な
っ
た
。
な
お
昭
和
三
十

四
年
度
以
降
は
電
力
施
設
な
ど
の

大
口
固
定
資
産
税
の
増
額
も
予
想

さ
れ
る
の
で
い
玄
当
分
の
間
、
自

主
財
政
を
確
立
す
る
た
め
に
市
財

政
の
耐
乏
を
覚
悟
し
て
い
た
だ
く

よ
う
よ
市
民
も
理
解
を
深
め
て
ほ

し
い
。

（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
二
面
に

続
く
）

風
見
鶏

　

毎
年
春

に
な
る
と

ど
こ
の
団

体
で
心
‥
総
会
が
あ
る
。
そ
の
議
事

の
中
で
み
ん
な
が
一
番
関
心
を
も

っ
て
い
る
の
は
役
員
改
選
で
あ
る

前
も
っ
て
一
応
下
馬
評
が
あ
っ
て

も
、
や
は
り
当
日
に
な
っ
て
自
分

の
眼
で
確
め
な
い
こ
と
に
は
ど
う

も
腹
に
落
ち
な
い
の
が
人
情
だ

▼
婦
人
同
体
と
か
青
年
会
で
は
問

題
は
な
い
が
何
々
委
員
会
と
か
何

々
審
議
会
と
か
呼
ば
れ
る
よ
6
な

男
女
混
成
の
組
織
で
は
、
殆
ん
ど

の
所
が
委
員
長
と
か
会
長
を
男
子

が
や
り
副
を
女
子
が
や
る
と
い
5

屏
を
慣
例
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
ど
う
も
フ
に
落
ち
な
い
。
も
し

規
約
で
決
ま
っ
て
い
る
の
な
ら
仕

方
な
い
が
そ
う
い
う
決
り
が
な
い

の
な
ら
、
十
分
に
考
え
て
も
ら
い

た
い
問
題
で
あ
る
∇
婦
人
の
中

で
本
当
に
慾
百
力
が
あ
り
実
行
＋
1

の
あ
る
人
な
ら
い
ざ
1
ら
ず
、
た

だ
席
に
列
し
て
い
る
と
い
弓
程
度

の
こ
と
な
ら
何
も
「
副
」
と
い
ろ

大
役
を
も
っ
て
も
ら
う
必
要
は
な

か
ろ
ろ
。
男
子
の
中
か
ら
本
当
に

実
力
o
あ
る
人
を
「
副
」
に
す
れ

ば
よ
い
。
ア
ク
セ
サ
リ
ー
的
な
意

味
や
た
ん
な
る
思
い
っ
き
の
女
性

雌
電
で
選
任
す
る
と
す
れ
ば
、
女

性
を
侮
辱
す
る
も
は
な
は
だ
し
い

▼
こ
う
い
う
何
で
も
な
い
こ
と
に

案
外
社
会
の
矛
盾
が
0
そ
ん
で
い

る
も
の
で
あ
る
。
婦
人
団
体
も
太

当
の
男
女
同
権
を
確
立
し
た
い
の

な
ら
こ
う
い
う
女
性
軽
視
の
風
潮

を
一
日
も
早
く
な
く
し
て
し
ま
弓

よ
う
に
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か



昭和ろ2年度

予箕解説 総
額
三
一
、
八
四
四
万
余
円

一
般
芸
二
四
、
一
九
七
万
余
円

　
　

特
別
会
計
七
、
六
四
七
万
余
円

三
月
議
会
で
決
定
し

た
昭
和
三
十
二
年
度
当
初
予
算
を
グ

ラ
フ
に
表
わ
し
て
昨
年
度
予
算
と
比

較
し
、
新
予
算
の
特
色
を
お
お
ま
か

に
説
明
し
て
み
よ
う
。

　

〔
歳
出
〕

△
議
会
費
前
年
度
よ
り
百
十
八
万

一
千
八
百
九
十
円
の
増
、
こ
れ
は
法

の
改
正
に
伴
い
期
末
手
当
の
支
給
お

よ
び
議
員
報
酬
が
増
額
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

△
市
役
所
費
一
般
会
計
面
か
ら
職

員
十
名
を
国
保
再
開
の
た
め
の
新
規

採
用
の
分
に
充
当
し
新
規
採
用
を
取

り
や
め
、
な
お
需
用
費
を
大
幅
に
節

減
し
て
い
る
。

△
警
察
消
防
費
可
搬
式
ポ
ン
プ
五

合
を
購
入
し
各
地
区
へ
配
備
す
る
ほ

か
に
消
火
栓
、
貯
水
槽
の
設
置
な
ど

の
た
め
に
増
額
。

△
土
木
費
本
年
度
で
は
局
部
的
な

部
落
内
の
市
道
を
重
点
的
に
改
修
、

さ
ら
に
道
路
、
河
川
の
維
持
修
繕
費

の
増
加
が
あ
る
。

△
教
育
費
小
。
中
学
校
の
消
粍
品

費
を
大
幅
に
増
額
、
学
校
敷
地
な
ど

の
地
代
を
増
額
、
学
童
生
徒
の
見
学

旅
行
の
補
助
を
増
額
。

△
社
会
お
よ
び
労
働
施
設
費
季
節

保
育
所
三
十
ヵ
所
、
被
保
護
者
の
減

少
か
ら
総
額
で
減
と
な
っ
た
。

△
保
険
衛
生
費
市
街
地
の
清
掃
化

を
図
る
た
め
に
ご
み
収
集
ト
ー
フ
ツ
ク

を
一
合
購
入
、
ご
み
集
め
の
ス
ピ
ー

ド
化
を
図
る
。

△
産
業
経
済
費
中
小
企
業
の
育
成

発
達
と
観
光
事
業
、
部
落
電
話
の
架

設
に
重
点
が
置
か
れ
、
な
お
商
店
舗

の
改
装
資
金
の
貸
付
け
巾
央
公
園
の

整
備
、
家
畜
振
興
費
の

増
額
、
開
拓
地
の
補
助

増
額
。

△
繰
出
金
岡
保
の
再

開
、
七
地
区
国
保
な
ど

に
五
百
三
十
万
余
円
を

繰
り
だ
し
た
。

　

〔
歳
入
〕

△
市
税
三
十
年
度
の

徴
収
額
と
三
十
一
年
度

の
調
定
実
績
に
よ
り
見

積
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

△
目
的
税
都
市
計
画

を
積
極
的
に
実
施
す
る

た
め
に
新
た
に
新
設
し

た
も
の
。

△
地
方
交
付
税
交
付

税
率
の
改
正
に
よ
る
増

加
。
△
財
産
売
払
代
金
小
中
学
校
の
古

校
舎
な
ど
払
い
さ
げ
に
よ
る
も
の
。

△
繰
越
金
七
百
八
十
五
万
円
が
昭

和
三
十
一
年
度
か
ら
の
繰
越
分
。

昭和32年度当初予算

監
査
委
員
を
交
代

後
任
、
兼
井
彦
左
衛
門
氏

三
月
二
十
五
日
の
本
会
議
中
、
議
会

選
任
の
監
査
委
員
、
西
川
文
右
衛
門

氏
は
市
長
あ
て
に
辞
表
を
出
し
た
た

め
こ
れ
を
受
理
し
二
十
六
日
の
本
会

議
に
お
い
て
兼
井
彦
左
衛
門
氏
を
議

会
の
同
意
を
得
て
選
任
し
た
。

岸
本
、
面
屋
両
議
員

　
　

出
納
臨
時
検
査
立
会
人
に

　

第
十
九
回
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ

た
三
十
七
議
案
の
う
ち
主
な
も
の
に

つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
と

△
議
案
第
二
号
（
以
下
議
案
を
略
）

昭
和
三
十
二
年
度
大
野
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
上
記
説
明
の
と
お
り

△
第
三
号
昭
和
三
十
二
年
度
大
野

市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳

出
、
七
地
区
分
三
千
八
百
四
十
万
九

千
円
を
可
決
、
旧
大
野
地
区
二
千
九

百
七
十
九
万
九
千
八
百
円
を
可
決
。

△
第
四
号
昭
和
三
十
二
年
度
大
野

市
特
別
会
計
冨
田
、
五
箇
診
療
所
疆

入
歳
出
予
算
、
富
田
百
九
十
八
万
八

千
円
、
五
箇
四
十
二
万
八
千
三
百
円

を
可
決
。

△
第
十
二
号
大
野
市
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

△
第
十
三
号
大
野
市
都
市
計
画
条

例
制
定
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
を
積

極
的
に
推
進
ず
る
た
め
に
計
画
区
域

を
定
め
、
こ
の
区
域
内
に
所
在
す
る

土
地
お
よ
び
家
屋
に
対
し
て
新
た
に

課
税
さ
れ
る
こ
と
を
可
決
。

△
第
十
四
号
大
野
市
新
市
町
村
建

設
審
議
会
粂
例
制
定
に
つ
い
て
、
建

設
審
議
会
を
設
け
て
新
た
に
五
ヵ
年

計
画
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

△
第
十
六
号
大
野
市
道
路
占
副
料

徴
収
粂
例
制
定
に
つ
い
て
、
市
の
管

理
す
る
道
路
を
使
用
す
る
場
合
は
こ

の
条
例
で
定
め
る
額
を
四
月
一
日
か

ら
徴
収
す
る
こ
と
に
可
決
。

△
第
二
十
号
大
野
市
保
育
所
保
育

料
徴
収
粂
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

保
育
料
は
厚
生
省
の
基
準
に
基
い
て

保
護
者
の
所
得
状
態
と
負
担
能
力
に

応
じ
て
徴
収
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ

た
。
△
第
二
十
一
号
大
野
市
国
民
健
康

保
険
に
回
す
る
粂
例
の
改
正
に
つ
い

て
。
△
第
二
十
二
号
大
野
市
国
民
健
康

保
険
税
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
っ

い
て
。

△
第
二
十
三
号
大
野
市
国
民
健
康

保
険
直
営
診
療
所
に
関
す
る
条
例
の

改
正
に
つ
い
て
。

△
第
二
十
四
号
特
別
会
計
一
時
借

入
金
に
つ
い
て
。

△
第
二
十
五
号
大
野
市
発
電
所
建

設
実
行
委
員
設
置
条
例
に
つ
い
て
。

△
第
二
十
六
号
臨
時
検
査
立
会
席

ほ
互
選
の
件
、
地
方
自
治
法
第
二
百

四
十
条
、
1
通
地
方
公
葬
、
団
体
の
出

納
は
毎
月
例
日
を
定
め
て
こ
れ
を
楡

査
し
、
か
つ
毎
会
計
年
度
少
く
と
貳

二
口
臨
時
検
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
検
査
は
監
査
委
員
が
こ
れ
を

行
い
、
議
会
の
議
員
の
互
選
に
よ
る

二
人
が
々
一
会
を
必
要
と
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
岸
本
、

面
猷
両
議
員
が
出
納
臨
時
検
査
立
会

人
に
選
任
さ
れ
た
。

△
第
二
十
七
号
字
区
域
変
更
に
対

す
る
同
意
に
つ
い
て
。

△
第
二
十
八
号
大
野
市
と
北
陸
電

力
株
式
会
社
と
の
契
約
に
つ
い
て
。

△
第
二
十
九
号
昭
和
三
十
一
年
度

　

（
以
下
三
面
に
っ
づ
く
）

投資的
経費に 975万余円を

｛
一
面
よ
り
つ
づ
く
｝

　

本
年
度
一
般
会
計
は

二
億
四
千
百
九
十
七
万

一
千
八
百
円
で
前
一
年
度

よ
り
二
千
七
百
四
十
六

万
九
手
余
円
の
喊
、
特

別
会
計
、
田
保
で
は
七

千
六
十
二
万
五
千
百
円

で
卵
年
度
よ
り
二
千
八

百
七
十
二
万
四
千
円
の

増
と
な
っ
た
。
し
か
し

一
般
会
計
で
は
三
十
一

年
度
予
算
の
教
育
費
中

野
営
改
築
費
四
千
七
百
四
十
七
万
余

円
を
差
し
ひ
く
と
逆
に
本
年
度
の
方

が
二
千
三
百
余
円
の
増
と
な
っ
て
実

に
積
極
的
な
建
設
予
算
と
い
え
る
。

消
費
的
経
費
の
う
ち
一
般
需
用
費
を

さ
ら
に
節
喊
1
各
種
団
体
の
補
助
金

や
寄
附
金
な
ど
に
つ
い
て
も
政
府
の

方
針
ど
お
り
極
力
抑
制
し
て
九
百
七

十
五
万
余
円
の
消
費
的
経
費
を
投
資

的
経
費
に
振
り
む
け
た
。
な
お
本
年

度
で
は
有
終
中
学
お
よ
び
公
民
館
の

増
改
築
に
都
市
計
画
の
積
極
的
な
椎

進
と
玄
た
市
街
地
の
防
火
水
路
の
新

設
、
中
小
企
業
融
資
預
託
、
商
店
街

の
店
舗
の
新
装
費
に
融
資
を
行
う
な

ど
ま
た
観
光
面
に
も
力
を
入
れ
た
。

　

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
従
来

　

の
単
作
豊
業
か
ら
さ
ら
に
農
林
業

　

の
多
角
化
に
軍
点
を
置
き
新
農
林

　

建
設
総
合
対
策
を
強
力
に
進
め
た

　

い
。
道
路
の
改
修
に
つ
い
て
も
本

　

年
は
さ
ら
に
個
々
心
部
落
の
道
路

　

改
修
に
價
一
点
を
お
き
、
農
林
識
や

　

国
の
祠
助
、
起
債
な
ど
の
特
定
財

　

源
を
必
々
と
寸
ろ
市
営
住
宅
や
直

　

営
簡
易
水
声
、
保
育
所
施
設
、
有

　

終
西
校
の
新
築
な
ど
は
財
源
の
確

　

定
時
期
に
追
加
計
上
を
し
た
。
な

　

お
西
校
は
継
続
事
業
と
し
て
改
築

　

に
当
り
た
い
。

次
に
市
長
と
し
て
多
年
の
公
約
で
あ

っ
た
大
野
地
区
岡
保
の
再
開
と
全
市

の
岡
保
の
統
一
が
実
現
す
る
こ
と
は

私
一
人
の
喜
び
ば
か
り
で
な
く
全
市

民
の
日
常
生
活
か
ら
不
安
を
取
り
除

き
、
楽
し
く
生
業
に
就
い
て
い
た
だ

く
こ
と
は
令
市
に
一
段
と
明
朗
化
を

も
た
ら
し
、
市
民
あ
げ
て
の
喜
び
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。



私
た
ち
の
日
常
生
活
と
気
象
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
。
こ
の
気

象
が
1
ヵ
月
も
先
の
こ
と
が
わ
か
れ
ば
な
お
さ
ら
便
利
だ
。
こ

ん
ど
福
井
測
候
所
な
ら
び
に
大
野
気
象
通
報
所
の
好
意
で
今
月

か
ら
気
象
予
報
を
連
載
す
る
こ
と
に
な
つ
だ
の
で
参
考
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
こ
れ
は
予
報
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
前

提
と
し
て
刻
々
の
変
化
を
日
々
の
天
気
予
報
で
注
意
さ
れ
た
い

中
旬
暖
く
下
旬
に
晩
霜
？

4月

‘
一
一
I
。
・
一
肖
罫

「
概
況
」
四
月
上
旬
ま
で
は
時
々

冬
型
の
気
圧
配
置
が
現
わ
れ
る
が
そ

れ
以
後
大
陸
の
高
気
圧
が
衰
え
0
に

春
ら
し
く
な
る
。
下
旬
に
は
一
時
的

に
北
東
気
流
型
の
気
圧
配
置
が
現
れ

中
部
日
本
で
は
天
気
が
く
ず
れ
る
。

平
均
気
温
は
変
動
が
あ
る
が
平
年
並

降
水
量
は
1
通
か
や
や
少
く
特
に
中

旬
は
少
い
。
窟

よ
る
河
川
の
増
水
が
懸
念
さ
れ
る
。

「
天
気
」
◇
上
旬
大
陸
の
高
気

圧
が
北
日
木
に
張
り
だ
し
本
邦
川
岸

沖
で
は
前
線
が
停
滞
す
る
た
め
ぐ
ず

つ
い
た
天
気
が
続
く
も
よ
う
。
旬
宋

に
は
移
勁
性
高
気
圧
が
東
進
し
て
天

気
は
快
復
に
向
う
。

◇
中
旬
移
動
性
高
気
圧
が
や
や
南

偏
し
て
本
邦
上
を
通
過
し
、
出
方
洋

上
に
停
滞
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の

た
め
各
地
と
も
晴
天
が
多
い
が
、
日

本
海
を
北
東
進
す
る
低
気
圧
が
現
ま
わ

れ
る
た
め
南
風
の
良
い
天
気
か
お
る

◇
下
旬
北
日
本
に
優
勢
な
高
気
圧

が
現
わ
れ
中
西
部
日
木
脆
剛
9
帯
と

な
り
や
す
く
、
川
岸
沖
を
北
東
進
す

る
低
気
圧
が
あ
り
天
気
は
変
り
や
す

い
。
「
平
均
気
温
」
◇
上
旬
疋
ま
均
で

は
や
や
低
く
な
る
が
旬
末
に
は
上
昇

傾
向
と
な
り
急
に
暖
く
な
る
。

◇
中
旬
や
や
高
く
強
い
則
風
の
た

め
一
時
的
に
か
な
り
高
温
か
お
る
。

◇
下
旬
や
や
低
く
特
に
中
部
日
太

で
は
一
時
的
に
や
や
強
い
低
温
が
珀

わ
れ
、
こ
の
た
め
晩
霜
の
お
そ
れ
が

あ
る
。

「
降
水
量
」
上
旬
平
ま
年
並
か
や

や
少
い
見
込
み
中
旬
少
い
。

下
旬
平
年
並

jり同諾愈

緑
化
迦
硝
の
期
間
が

訪
れ
て
き
た
。
街
亀

村
も
み
ん
な
緑
の
の

羽
根
を
胸
に
歩
い
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ

だ
け
で
緑
化
月
間
の

目
的
が
す
む
の
で
は

な
い
。
し
っ
か
り
と
心
の
中
に
「
緑

化
」
の
二
字
を
刻
み
っ
け
一
人
で
も

多
く
、
一
木
で
も
多
く
植
樹
し
て
山

も
村
も
街
も
緑
に
す
る
こ
と
で
あ
る

市
で
は
四
月
四
日
を
亀
山
公
園
植
樹

五
日
を
街
路
樹
の
植
樹
と
決
め
さ
ら

に
全
市
民
に
も
緑
化
協
力
を
求
め
る

調
理
師
試
験

資
格
認
定
講
習

調
理
師
試
験
資

格
認
定
講
習
の

受
講
希
望
者
は
受
講
希
望
願
書
を
四

月
十
五
日
ま
で
に
6
山
保
健
所
ま
た

は
大
野
出
張
所
へ
。
詳
細
は
保
健
課

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

（
二
面
よ
り
っ
づ
く
）

一
般
会
計
追
加
変
正
予
算
、
追
加
額

三
百
七
十
四
万
九
千
三
百
九
十
円
で

あ
り
こ
れ
で
総
額
三
億
五
一
丁
三
百
三

十
四
万
九
千
九
百
四
十
円
と
な
っ
た

△
第
三
十
号
昭
和
三
十
二
年
度
土

地
区
画
整
理
事
業
歳
入
歳
出
予
算
五

百
八
十
五
万
二
千
円
を
可
決
。

△
第
三
十
一
号
昭
和
三
十
一
年
度

特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
追
加
更
正

予
算
。

△
第
三
十
二
号
昭
和
三
十
一
年
度

特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
富
m
診
療

所
追
加
胆
正
予
算
。

△
第
三
十
三
号
起
債
及
び
償
這
方

法
を
定
め
ろ
件
。

△
第
三
十
四
号
起
債
及
び
償
還
方

法
を
定
め
ろ
件
。

Λ
第
三
十
五
号
事
業
費
繰
越
使
用

に
つ
い
て
。

△
第
三
十
六
号
大
野
市
監
査
委
9

の
選
0
の
同
意
に
つ
い
て
。

△
第
三
十
七
号
大
野
市
発
電
所
建

設
実
行
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

森
嶋
開
造
、
松
田
確
太
郎
、
川
崎

　

港
、
神
田
一
栄
、
石
田
政
治
、
原

　

健
男
、
旧
正
雄
、
岸
本
達
也
、
大

　

直
原
政
治
、
兼
井
彦
左
衛
門
、
稲

　

津
忠
右
衛
門
、
問
屋
電
雄
。
四
方

　

憲
二
、
高
田
新
左
衛
門
、
新
谷
樵

　

帰
山
静
、
岡
二
男
治
、
田
中
留
男

　

千
束
末
吉
、
松
田
彦
一
郎
。

△
第
三
十
八
号
大
野
市
都
市
計
画

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
決
定

に
つ
い
て
。

　
　

（
欠
号
は
略
し
ま
し
た
）

暖候予報

つ
ゆ
は
短
く
夏
は
不
順
か

今
暖
候
期
の
岫
半
は
多
少
の

変
副
は
あ
る
が
割
合
に
順
調

と
思
わ
れ
、
八
9
下
旬
以
後

は
低
温
の
‘
懸
念
も
あ
り
天
候

は
多
少
不
順
気
味
で
変
鋼
が
大
き
い

見
込
み
。

△
梅
雨
期
気
温
は
平
年
よ
り
幾
分

低
く
多
少
低
淵
の
懸
念
も
あ
る
が
、

雨
量
は
初
期
、
中
期
に
は
皿
ま
年
よ
り

少
い
見
込
で
末
期
に
は
一
時
大
雨
の

懸
忿
が
あ
り
総
量
と
し
て
は
平
年
並

か
や
や
多
く
な
り
そ
う
。
な
お
長
雨

の
恐
れ
は
少
い
見
込
み
。
入
梅
は
平

年
よ
り
早
目
、
出
梅
は
廣
年
並
か
多
・

少
早
目
の
見
込
み
で
、
六
月
下
旬
始

め
頃
梅
雨
∩
中
休
み
の
期
間
か
お
り

そ
う
。

Ａ
盛
夏
期
変
岫
が
大
き
い
見
込
み

七
月
末
か
ら
八
月
全
般
は
気
温
も
高

く
な
り
順
調
と
思
わ
れ
る
が
八
月
下

旬
に
は
低
温
が
現
わ
れ
や
す
い
。
天

気
は
不
順
気
味
と
な
り
そ
う
。
九
月

は
平
年
並
か
妬
少
天
候
が
悪
く
、
十

月
は
再
び
低
混
の
懸
念
が
あ
っ
て
不

順
気
味
の
天
候
が
予
想
さ
れ
、
全
股

に
秋
は
早
く
早
冷
の
懸
念
が
あ
る
。

　

自
衛
官
募
集
始
ま
る

十
八
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
男
子

で
身
心
と
も
に
健
全
な
方
は
奮
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
四
月

一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
。
く
ま
わ
し

い
こ
と
は
市
役
所
総
務
課
ま
た
は
各

出
張
所
で
問
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い

国保

　

の 受診証が変る

4月1日から

　

四
月
一
日
か
ら

　

国
保
の
受
診
証

　

が
変
る
の
で
っ

　

ぎ
の
こ
と
が
ら

　

に
御
注
意
く
だ

　

さ
い

△
条
例
の
改
正
で

社
会
保
険
に
入
っ

て
い
る
方
の
家
族

の
ら
も
被
扶
養
者

の
取
扱
い
を
う
け

て
い
る
者
は
除
外

さ
れ
ま
す
。

△
新
し
く
交
付
さ
れ
た
受
診
証
に
社

会
保
険
の
被
扶
養
者
の
氏
名
が
の
っ

て
い
る
場
合
は
間
違
い
で
す
か
ら
、

す
ぐ
市
役
］
旨
へ
受
診
証
を
だ
し
て
訂

正
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

A
被
扶
養
酒
を
そ
の
ま
ゝ
受
診
証
に

の
せ
て
置
く
と
保
険
税
を
算
出
す
る

と
ご
間
違
い
ま
す
。

△
そ
の
ほ
か
受
診
証
に
か
い
て
あ
る

氏
名
、
生
年
月
日
、
続
柄
な
ど
に
間

違
い
が
あ
る
と
き
は
す
ぐ
に
保
健
課

玄
た
は
出
張
所
で
訂
正
を
う
け
て
く

だ
さ
い
。

△
被
保
険
者
の
資
格
が
あ
る
べ
き
も

の
で
万
一
受
診
証
が
配
布
さ
れ
な
い

と
き
は
、
す
ぐ
市
役
所
保
健
課
ま
た

は
出
張
所
に
連
絡
し
て
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

△
古
い
受
診
証
は
四
月
一
日
以
降
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
か
ら
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
返
し
て
く
だ
さ
い
。

農黍ノモ

「
作
物
」
△
水
稲

早
期
栽
培
が
提
唱

さ
れ
電
熱
温
床
心

か
な
り
増
え
る
と

思
わ
れ
る
が
、
坪

当
り
四
～
六
合
ま

き
ぱ
か
な
り
あ
つ

ま
き
に
な
る
の
で
四
月
初
旬
に
播
種

す
る
こ
と
と
な
わ
し
ろ
日
数
を
厳
守

す
る
こ
と
が
必
要
。
保
温
折
衷
な
わ

し
ろ
も
慣
れ
る
に
従
っ
て
手
を
抜
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
そ
の
場
合
、

当
然
そ
れ
に
関
連
す
る
技
術
を
必
要

と
す
る
か
ら
必
ず
1
及
員
に
相
談
し

て
指
示
を
受
け
る
。
水
な
わ
し
ろ
も

諸
々
の
障
害
に
そ
れ
ぞ
れ
対
策
を
考

え
た
上
実
施
す
る
。
ユ
リ
ミ
ミ
ズ
、

こ
ろ
び
苗
、
わ
た
ぐ
さ
れ
の
常
発
地

で
は
水
な
わ
し
ろ
で
な
い
方
が
賢
明

で
あ
る
。
肥
料
は
当
初
計
画
を
立
て

そ
の
設
計
に
従
っ
て
実
施
す
る
。
一

般
に
窒
素
質
肥
料
の
多
用
の
害
を
加

里
肥
料
で
き
よ
う
正
し
よ
う
と
い
っ

た
考
え
方
が
あ
る
が
反
省
を
要
す
る

り
ん
酸
質
肥
料
は
概
し
て
少
な
す
ぎ

る
よ
う
で
あ
る
。
松
木
博
士
の
I
〇
、

六
、
二
説
は
一
般
論
で
あ
っ
て
当
地

方
の
よ
う
な
火
山
灰
の
測
ヽ
冷
地
に
は

あ
て
は
室
ら
な
い
。

「
病
虫
害
」
△
キ
リ
ウ
ジ
保
淵

折
衷
な
わ
し
ろ
で
紙
を
か
け
て
い
る

中
に
被
害
が
あ
る
地
帯
で
は
、
床
造

り
の
際
「
デ
ル
ユ
」
を
坪
当
二
匁
程

度
散
布
す
る
と
よ
い
。
苗
が
伸
び
て

か
ら
は
B
H
C
三
％
が
よ
い
。

△
ユ
S
＼
l
i
t
I
t
ヽ
ズ
「
デ
ル
タ
ー
を
よ

く
泡
立
た
せ
て
坪
二
匁
見
当
散
布
す

る
。
但
し
苗
を
い
た
め
ず
土
中
の
ユ

ジ
・
・
｀
『
I
ズ
を
殺
す
薬
は
な
い
か
ら
、

数
日
後
も
5
一
度
散
布
し
て
ユ
リ
ミ

ミ
ズ
の
活
動
を
押
さ
え
、
そ
の
間
に

苗
を
生
育
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

◆
大
野
気
象
通
報
所
公
開
4
月
2
8
日
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
（
気
象
観
測
新
型
機
械
展
示
）
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◆
気
象
映
画
を
見
る
会
大
野
公
民
館
に
て
4
月
2
7
日
午
後
一
時
（
貴
重
な
気
象
関
係
記
録
映
画
上
映
）

人
事
を
刷
新

三
十
一
人
の
大
異
動

事
務
能
率
の
向
上
と
人
事
の
刷
新
を

図
る
た
め
四
月
一
日
付
で
次
の
と
お

り
大
幅
な
人
事
の
異
動
が
行
わ
れ
た

　

（
カ
ッ
ユ
内
は
旧
任
）

◇
総
務
課
長
松
原
勇
（
税
務
課
長
）

◇
税
務
課
長
清
水
精
一
郎
（
総
務

課
長
）
◇
財
政
係
長
松
田
孝
信
（

農
委
農
事
係
長
）
◇
市
民
税
係
長
原

安
享
（
人
事
財
政
係
長
）
◇
徴
収
係

長
笠
松
常
和
（
総
務
）
◇
農
事
係

長
松
陰
旭
（
厚
生
係
長
）
◇
厚
生

係
長
松
田
市
治
（
市
民
税
係
長
）

◇
資
格
徴
収
係
長
竹
田
泰
蔵
（
阪

谷
主
任
）
◇
五
箇
出
張
所
主
任
山

村
清
太
郎
（
徴
収
係
長
）
◇
阪
谷
出

張
所
主
任
森
亮
裕
（
五
箇
主
任
）

▼
総
務
課
矢
田
初
栄
（
小
山
）
同

出
村
外
志
雄
（
上
庄
）
▼
税
務
課

玄
覚
慎
吉
（
保
健
）
▼
農
務
課
明

石
善
吉
（
建
設
）
同
松
田
群
二
（
総

務
）
同
松
山
ふ
み
を
（
下
庄
）
▼
民

生
課
佐
々
木
静
子
（
下
庄
）
▼
保
健

課
石
蔵
一
郎
（
富
田
診
療
所
）
同

森
雅
寛
（
林
務
）
同
米
村
俊
子
（
民

生
）
同
岩
井
秀
子
（
富
田
）
ず
建

設
課
石
塚
一
男
（
農
務
）
同
藤
堂

春
枝
－
農
務
）
▼
林
務
課
桜
田
平

治
（
税
務
）
同
栄
田
正
（
農
務
）
▼

商
工
課
中
村
踪
一
（
保
健
）
▼
下

庄
出
張
所
中
谷
八
爪
子
（
商
工
）

▼
小
山
出
張
所
安
川
清
治
（
保
健
）

ｖ
富
田
出
張
所
丸
葉
い
さ
を
（
阪

谷
）
ｙ
阪
谷
出
張
所
山
田
宗
伯
（

建
設
）
▼
富
田
診
療
所
三
附
設
信

　

（
林
務
）

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

丁
の
里
に
の
こ
る
飯
降
の
伝
説

天から降るにぎり飯を一人占めにしようと、

友を谷にっきおとしたため飯が降らなくなり

尼はよろよろと山を下りてふもとの里にやっ

かいになった。村を去るとき、お礼にこの里

を養老と名づけるよりこと、もっていた丁杖

で地面に字をかいてみせたが、里人は誤って

「丁」の字をあてたのだという。

一
今
月
の
行
哉
？

上
旬
△
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結

　

成
打
合
会
△
富
田
地
区
大
掃
除

　

△
文
化
財
保
護
委
員
会
Λ
新
生

　

活
推
進
委
員
会
△
社
会
教
育
委

　

員
会
ヘ
ー
公
民
館
長
会
議
△
市

　

体
育
協
会
総
会

一
～
七
日
△
緑
化
運
動
週
間

二
日
（
火
）
△
具
眼
研
究
協
議
会
総

　

会
－
大
野
公
民
館
で

二
～
三
日
△
土
壌
調
査
講
習
会
（

　

下
庄
地
区
）

八
日
（
月
）
△
春
季
消
防
總
合
訓
練

中
旬
△
大
野
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
總
会
1
大
野
公
民
館
で
Λ
］
大

　

野
市
遺
族
会
總
会
△
下
庄
、
乾

　

側
、
小
山
、
上
庄
、
阪
谷
地
区
大

　

掃
除

十
三
日
（
土
）
△
防
火
協
力
会
総
会

　

（
無
料
映
画
上
映
）
亀
山
座
で

二
十
日
（
土
）
△
戸
籍
事
務
研
究
会

二
十
一
日
（
土
）
△
各
派
合
同
邦
楽

　

大
演
奏
会
大
野
公
民
館
で

下
旬
△
五
箇
地
区
大
掃
除
△

　

き
り
の
木
栽
培
講
習
会

二
十
七
日
（
土
）
△
気
象
映
画
を
見

　

る
会
I
大
野
公
民
館
で

加入者の家族

はどうなるか

j）

　

A
子
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
者
の
家
族
で
被
扶
養
者
と
し
て

　

取
扱
を
受
け
る
者
と
受
け
な
い
者

　

と
が
・
め
る
場
合
、
こ
の
取
扱
い
は

　

ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
家
族
の
う
ち
、
た
と
え
ば
六
十

歳
以
上
の
尊
族
、
十
八
歳
未
満
の
子

な
ど
で
被
扶
養
者
の
取
扱
い
を
受
け

る
も
の
は
岡
保
に
は
い
ら
な
く
て
も

よ
い
。
家
族
の
う
ち
こ
の
被
扶
養
者

の
取
扱
い
を
受
け
な
い
者
が
一
人
で

も
あ
れ
ば
そ
の
者
は
国
保
に
は
い
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

A
子
こ
の
場
合
、
社
会
保
険
の

　

方
で
も
多
額
の
保
険
料
を
か
け
て

　

い
る
が
国
保
の
保
険
税
は
い
く
ら

　

か
軽
く
な
り
ま
す
か
。

答
こ
の
場
合
、
被
扶
養
者
の
人
数

制
と
所
得
割
と
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

mimwりigL
不
動
堂
の
『
大
い
ち
ょ
う
』

天
然
記
念
物
に
指
定
申
請
か

　

1
か
ら
神
社
や
仏
閣
の

境
内
に
は
よ
く
い
ち
よ
う

を
植
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

「
い
ち
よ
う
は
た
す
け
の

手
を
さ
し
の
ぺ
る
」
と
か

「
い
ち
よ
う
は
仏
心
あ
り
」

ま
た
「
い
ち
よ
う
は
消
火

の
水
を
出
す
」
な
ど
と
い

つ
て
昔
か
ら
霊
木
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
。
市
内
に
は
九
頭
竜
川
を

は
さ
ん
で
動
堂
（
川
島
、
富
m
地
区
）

と
不
動
堂
（
阪
谷
地
区
）
と
い
ら
部

落
が
あ
る
。
こ
の
名
は
仏
教
か
ら
で

た
語
で
、
勁
く
堂
と
励
か
ぬ
堂
の
意

味
で
あ
る
。
動
く
堂
と
は
活
動
と
変

化
を
示
し
動
か
ぬ
堂
と
い
う
の
は
永

遠
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
両
部
落
の
氏
神
境
内
に
古
く

か
ら
い
ち
よ
・
り
の
大
木
か
お
る
。
動

堂
の
方
は
い
っ
頃
切
ら
れ
た
の
か
、

ま
た
枯
れ
た
も
の
か
、
現
在
は
跡
方

も
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
・
し
そ
の
子

か
孫
に
当
る
よ
・
り
な
若
木
が
氏
神
境

内
に
お
い
茂
っ
て
い
る
。

　

不
勁
堂
の
方
は
春
日
神
社
境
内
に

雲
を
つ
く
ぱ
か
り
に
そ
そ
り
立
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
調
べ
て
見
る
と
そ
の

M
囲
は
目
通
り
七
・
四
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
は
十
五
・
四
メ
ー
ト
ル
で
樹
齢

は
七
、
八
百
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
木
か
ら
は
乳
房
の
よ
う
な
気
根

が
空
中
に
た
く
さ
ん
ぶ
ら
さ
か
つ
て

い
る
。
こ
れ
を
刻
ん
で
飲
む
と
乳
が

で
る
と
い
う
の
で
郷
土
の
人
に
あ
が

め
ら
れ
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の

こ
と
わ
ざ
を
確
実
に
裏
雷
き
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　

室
だ
同
神
社
の

拝
殿
に
は
「
不
動

明
王
」
と
害
い
た

横
二
尺
、
縦
三
尺

ほ
ど
の
額
が
か
か

げ
て
あ
る
が
、
こ

の
篆
者
は
正
三
位

治
郎
郷
藤
原
直
貞

と
い
う
平
安
朝
時

代
の
ク
ゲ
で
あ
る
。
大
い
ち
よ
う
は

こ
の
時
代
に
植
え
た
も
の
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
天
然
記
念
物
と
レ
て
保
存

の
価
値
が
ふ
。
る
と
い
う
処
か
ら
市
文

化
財
保
護
委
員
会
で
は
県
に
申
請
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
写
真
は
春
日

神
社
境
内
の
大
い
ち
ょ
ろ
）

大
野
か
ら
封
建
思

想
を
取
り
除
こ
う

新
生
大
野
市
ｔ
‥
’
四

年
に
な
る
。
も
Ｉ

一
人
歩
き
も
で
き
て
朗
か
な
真
の
民

主
大
野
市
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の

に
ま
だ
交
が
暗
い
影
が
沢
山
残
っ
て

い
る
。
そ
の
I
、
二
の
例
を
ふ
げ
る

と
、
義
え
ん
金
や
〈
混
紡
を
出
し
お

し
み
す
る
。
オ
ヤ
ッ
サ
ン
を
宴
会
や

そ
の
ほ
か
座
席
に
っ
く
と
き
は
ど
う

ぞ
ど
う
ぞ
と
上
席
へ
お
し
あ
げ
、
玄

た
親
の
代
り
に
女
や
む
す
こ
が
き
て

も
わ
ざ
わ
ざ
席
を
空
け
て
ど
う
ぞ
ど

う
ぞ
と
い
う
よ
う
な
部
落
は
玄
だ
残

っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
先
祖

か
ら
伝
わ
っ
た
財
産
や
物
に
よ
っ
て

人
の
価
値
判
断
を
し
た
り
、
ま
た
人

の
か
し
ら
に
当
て
る
の
は
や
め
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。
そ
れ
よ
り
実
際

に
社
会
に
尽
し
た
年
長
の
人
を
尊
敬

し
た
い
と
思
5
．
つ
ぎ
に
大
学
を
卒

業
し
た
と
か
上
級
学
校
を
出
た
か
ら

と
い
っ
て
実
社
会
に
間
に
合
う
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
最
近
、
上
級
学
校

へ
の
進
学
希
望
の
多
い
の
も
、
た
だ

上
級
学
校
さ
え
で
れ
ぱ
よ
い
と
い
う

頭
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
く
る
市
長
や
市
会
議
員
の
選
挙

に
も
佩
に
信
頼
で
き
る
有
能
な
人
物

を
、
そ
う
し
て
真
の
民
主
主
義
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
た
政
治
を
行
う
よ
う
な

人
を
選
び
た
い
と
思
う
。
な
お
こ
れ

を
ぶ
市
民
に
呼
び
か
け
新
生
活
運
動

の
一
つ
に
加
え
た
い
（
小
山
M
Y
生
）
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